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林城跡（大城）縄張図
　縄張りとは、曲輪や堀の配置など城の区画の設計プランのことです。この縄張図は現在の林城

跡を調査して作成されました。尾根を大きく分断する堀切と長い竪堀をつなげ、尾根上に大小多

数の曲輪を連ねる守りの構造は、松本平の山城によく見られる特徴です。
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山麓にあった慈眼寺の
観音堂跡　
物見に適した高台
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三日月状の

削平地群３
形が整わず数も少ない

さくへいち

三日月状の
削平地群２

形が整わず、せまい
切岸の高低差・角度が小さい

三日月状の
削平地群１

形が整い、広い
切岸の高低差・角度が大きい

主郭や副郭からなる
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（遠藤公洋氏作成の縄張図を編集）

曲輪（くるわ）　：防御や居住を目的に平らにけずった面

虎口（こぐち）　：曲輪の出入口

主郭（しゅかく）：城の中心となる曲輪

堀切（ほりきり）：尾根を横方向にけずりこみ、敵の侵入をふせぐ堀

竪堀（たてぼり）：等高線に対して直交するようにつくられた堀

土塁（どるい）　：土を盛ってつくった障壁、土手

切岸（きりぎし）：曲輪の周囲の切り立った壁
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